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＜連絡事項＞

・本日敷布団・敷布団カバー交換終了しています。

＜患者様連絡事項＞

・木村　義重様～現在、八戸市民病院にて治療中です。本日、転院も含めた今後の治療方針について八戸市民病院へ確認した所、まだカリウムの値が一定していない為入院期間は未定との事でした。今後も入院経過、方針について定期的に確認していく事としています。

・新山　潤　様～発熱、咳嗽見られない事から主治医報告し、1/16の10：00～1/17の17：00まで外泊の為出棟しています。帰院後は、飲酒の有無について確認してください。

＜入院患者様情報＞

袴田　隆裕様　（２８）　統合失調症　　任意入院　　　担当医：院長　担当SW：水野　

当院入院回数・・・1回目

精神科入院回数・・2回

（現病歴）

　百石高校を卒業後、千葉県で大工をしていたが、自分の部屋で暴れていた為、千葉県内の病院へ搬送される。その後、下田の実家へ戻り、パチンコ店や衣料品店で働くが、どちらも半年程で退職している。　平成１３年１１月初旬　抑うつ状態の為八戸赤十字病院精神科へ通院開始するが、時々、無断外出され家族が捜索する事があったとの事。「鏡の中の自分が死ねと言う」と話し、幻聴に左右された自傷行為見られた為、平成１３年１１月１６日～１２月５日までと平成１４年５月１５日～５月２７日　２回程入院されている。退院後は通院加療を継続していたが、平成１４年７月担当医が変更となってから「自分の事を分かってもらえない」と発言聞かれ、過喚起発作・動悸・眩暈・吐気を訴える。また、平成１４年１２月頃には歯科治療を理由に怠薬し不安感・抑うつ感が増悪傾向となる。

平成１４年１２月より本人希望にて当院通院開始。カウンセリング導入となるが、途中で担当者が変更した事を機に、症状増悪し自宅から殆ど外出しない状態となる。平成１７年１２月頃より排尿困難状態になると過喚起発作が起こり、全身の振るえも顕著に見られ、また、眩暈訴え入浴もしない状態となる。平成１８年１月１５日お母様より、過喚起発作で苦しそうだと当院へ電話あり対処法と翌日の外来受診を勧める。翌日外来受診し動悸・眩暈の訴えあり、本人・家族より入院希望ある事から、平成１８年１月１６日　西Ｂユニットへ任意入院となる。

部屋・・・27号室

食事・・・普通食

（入院後の様子）

・本日11：30、西Bユニットへ入院となっています。昼食は「具合が悪い」「眩暈がして食べれない」と訴えるものの、スタッフ説明にてレストランに移動し、少量摂取する事出来ています。

・本人時折、過呼吸があるとの事から紙袋を持参しています。呼吸が苦しくなりそうな場合は、すぐスタッフに伝える様説明しています。

＜週間連絡＞

１/１７（火）・立花　法子様採血

　　　　　　　・新山　潤様　17：00外泊より帰院（1/16～）

１/１８（水）・皮膚科（南病棟）

１/１９（木）・コップ漂白

　　　　　　　・給食委員会　16：00～（2階会議室）

１/２０（金）・歯科診察（駒木　洋士様、駒木　学様、布施　邦雄様）

　　　　　　　・コップ漂白

１/２２（日）・バルサン散布

＜注目患者様NCP評価・検討＞

・駒木　洋士　様～お正月外泊後より、口調の軽さ、話の内容のまとまりに欠けている状態であり、ベッド周辺の乱雑さが目立っています。又、最近尿失禁が見られているものの、夜間の水分摂取に関し「喉が渇くから」との発言聞かれている事から、担当スタッフと水分摂取量及び、時間について自己調整出来る様話し合っています。水分摂取の多さが見られた場合は、その都度声掛けして行きましょう。

・佐々木　みね様～継続して荷物をまとめており、自動ドアを気にする様子が伺えています。本日の服薬時、薬を見て「青酸カリ？」と話し、服薬せずに手の中に隠している事がありました。その都度服薬の必要性について説明し、服薬状況の確認を行なっていきましょう。

・清水　徹　　様～「歯肉を溶かされた」等の異常体験に左右された発言聞かれ、表情の変化見られています。1/15、「顔に火を付けられた」と他患者様に詰め寄る事あり、ベッドを蹴る行為見られているも、スタッフ介入にてトラブルには至っていません。他患者様とのトラブルに注意して行き、自分の行動の振り返りを促していきましょう。

・船場　幸子　様～本日「今日は診察ありますか」と気にされた様子が伺え、表情冴えないも放歌したりと、気分の変動が見られています。又「私の薬には、子供が出来ても出来ないようにする薬は入ってますか」と話されたり、「朝、早く起きれていない」との事で眠剤の減薬希望される事あります。夜間の睡眠状態の観察を行なうと共に、気分変動が見られている事から他者とのトラブルに注意して行きましょう。

＜看護度評価・検討Ｂ＞

・駒木　洋士様～Ｂ＝Ⅳ（断続的な観察が必要・社会復帰援助）

　　　　　　　　お正月外泊後よりニヤツキ・呂律不良見られているものの、日課・プログラムへの支障は見られていません。部屋の乱雑さ、尿失禁が見られている事から、今後も自身の状態について振り返りを促していきましょう。看護度は継続としています。

・蛯名　勝幸様～Ｂ＝Ⅳ（断続的な観察が必要・社会復帰援助）

　　　　　　　　本人より、「眠気は無くなってきている」との訴えあり、徐々にではあるが夜間の睡眠状態も安定傾向にあります。生活リズム及び自身の状態の安定を図る事が出来る様、関わっていきましょう。看護度は継続としています。

・本田　英之様～Ｂ＝Ⅳ（断続的な観察が必要・社会復帰援助）

　　　　　　　　生活リズムの乱れが継続して見られており、スタッフ声掛けに対しても「1度は起きたんだけどまた寝ちゃったよ」と話し認識の薄さが見られています。又、部屋の乱雑さも見られている事から、今後も身辺整理を行なっていく事とします。引き続き、生活リズムの改善と部屋の整理について声掛けして行きましょう。看護度は継続としています。

＜処遇困難例の事例検討＞

・本多　富美様～現在79kgを目標としています。運動療法では、月曜日・水曜日・金曜日にはエアロバイク1時間、火曜日・木曜日・土曜日はウォーキング１万歩と本人と決めて行なっており、間食については禁止となっています。本日のプログラム時体調不良を訴える事あり、プログラムを見学しています。最近運動に関し意欲の低下が伺えている事から、その都度体重管理についての必要性を振り返って頂くよう促していきましょう。

